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 明けましておめでとうございます。新年のスタートに、きらきらした笑顔で登園してきた子どもたち。

そんな姿を見ていたら、お休み中にたくさん楽しいことがあったのだなというのが伝わってきました。  

気持ちも新たに、寒さに負けず子どもたちと元気に楽しく過ごしていきたいと思います。 

寒さもこれからが本番です。寒さに負けず、たくさん身体を動かして、 

たくさん食べて、冬を乗り切りましょう！新年もどうぞよろしくお願いいたします。 

お片付け上手かな？ 

夕方、もも組にて合同保育となるため子どもたちに

「もも組行くからお片付けしよう」と声を掛けると、

部屋が散らかっているのにも関わらず、押し入れの前

にペタッと腰かけた子どもたちは「がんばーれ！」と

応援を始めます。保育者と片付けをがんばるお友だち

へのエールです。“みんなも片付けてよぉ…！”と 

思うところですが「車片付けてくれる人～」「お人形

片付けてくれる人～」と具体的に“○○を片付けてく

れる人”とを募集すると、応援隊にいた子も慌てて玩

具を拾いに来てくれます。声かけの工夫次第でたちま

ちお部屋は綺麗に！“やればできる！” 

子どもたちです。 

一輪のたんぽぽ 
～心温まるほっこりエピソード～ 

楽しいクリスマス 

 いつも行く近所の広場には、小さなお花が咲いていて、

子どもたちの楽しみの 1 つでした。しかし、12 月に入り

散歩に行くとお花を見つけられなかった子どもたち。 

「あれ～お花ないね」とみんなちょっぴり残念そう。 

そんな中、たった一輪だけたんぽぽが咲いているのを見つ

けてみんなで大喜びしました。さて、この一輪しかないた

んぽぽをどうするかな～？と保育者が見守っていると、 

「とっちゃだめよ」「たんぽぽさんイタイイタイだからね」

「いいこいいこよ」と子どもたちからお互いに声を掛け合

う姿が見られました。後から集まって来る友だちにも 

伝言ゲームかのように“摘んでしまったら可哀そうだから

見るだけにしよう”とみんなで声を掛け合っている姿に 

心が温まりました。優しく素敵な姿がどんどん伝染してい

くといいなと思います。 

冬の体操 


��赤鬼と青鬼のタンゴ 

 


��地球をどんどん 

 


��はとぽっぽ体操 
 

４月からたくさんの体操や手遊びに触れてきました。 

最近のブームはこの３曲です。 

特に“赤鬼と青鬼のタンゴ”では２組を組んで 

両手を繋ぐ所がありペアのお友だちを探す姿がとても

可愛いです。 

 12 月は、こんなに楽しい行事があるのだよと 

いうことが何となくでも伝わるといいなと思い 

クリスマスにちなんだ絵本や、歌に触れたり、   

ツリーの制作を楽しんだりして過ごしました。 

サンタさんからプレゼントに「○○が欲しい」と話す

声が聞こえてきました。歌“ジングルベル“の フレ

ーズを歌うと子どもたちも手を挙げて「ヘイ！」と 

元気に言ってくれるようになりました。 

保育園からのプレゼントは“ぽっくり”で保育園でも

遊んだことのある子が多いのですが、お家の方にも 

一生懸命挑戦する姿を見てもらえると 

いいいなと思っています。 


